
若狭高校は全日制４学科・定時制普通科を持つ学校です

国際探究科 普通科

理数探究科 海洋科学科
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福井県立若狭高等学校

こんなふうに学ぶ生徒たちが

育っています
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令和元年６月１３日
「家庭基礎」 調理実習にて
自身の考案した
「地域食材を活かしたメニュー」
のプレゼンテーション 3



令和元年６月６日 地歴・公民科の
学校設定科目 「社会探究Ⅰ」
地域活性化アイディアの練り合い4



平成３０年９月２５日

新指導要領新科目「現代の国語」を
見据えた単元での、公開研究授業
５０名超の参観者を集めた
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本日議論したい問い

「目の前の生徒」に沿った

「教科の本質」を、

単元づくりで意識しているか？
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本日議論したい問い

高次の学力を育むには、

どのような単元をデザインすべきか。

①どんな力を、②どんな教材・活動で培い、

③どう評価するのか？
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研究１ 単元レベルの目標のあり方(どんな力を育むか）

▪ 国語科・家庭科

「主体的に学習に取り組む態度」に関する

単元レベルの目標のあり方とは？

▪ 地理歴史科・公民科

「現代社会の諸課題を理解し、解決する方向性を見出す」ため

には、単元レベルでどのような目標設定が必要か？

「目の前の生徒」に沿った「教科の本質」を目標設定においても重視する
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研究２ 学習活動の組織
(どんな活動デザインが高次の学力を育むのか）

認識から思考
へ

思考から表現
へ

表現から省察
へ

話し合う前後の活動を充実
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研究３ 高次の能力の評価
（どのような評価を行うことが、高次の能力の育成につながるの
か？）

１ 「目標に準拠した」評価課題の策定

２ 「目標に準拠した」総括的な評価の設定

３ 形成的な評価の充実

４ 評価を社会に開く
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３－１ 評価課題の策定

「複数の意見を読み比べて意見文を書く」

という表現活動を伴う評価課題を設定

「この新聞記事を読んだ4人の考えを聞いた後に、

最後にあなたが発言するとしたらどう述べますか。」

「この単元の学習を通して、

学び・考えたことは？」

と、少しぼんやりとした

問を投げかける
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３－２ 総括的な評価 定期考査で書かせた意見文の評価基準表
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３－３ 形成的な評価
意見文を書く学習の過程において、生徒と共有した評価基準表
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３－４ 社会に開かれた評価
教師が評価を独占しない。様々な価値観・観点からの評価を受ける
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公開授業時に、他校の先生方や大学研究者等から、
「多文化社会のあり方」についての
考えへの評価を受ける生徒

大学研究者発表生徒

「ふりかえり」
に用いるために、
iPadで撮影する

友達
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学校外で行われたコンテストに、生徒は自主的に参加！
企業経営者・ＮＰＯの方等から、

「社会探究」で学んだ成果について評価を受ける
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「目の前の生徒」に沿った「教科の本質」を見据えた上で

目標・学習活動・評価の一体化を図るよう

単元をデザインすることがポイント
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でも、一番大事なのは

教員がチームとなること

授業改善は一人では難しい。

チーム作りこそが、改善の第一歩では？
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国語科教科会 毎回一人が「おすすめの本」を紹介！
事務的な打ち合わせを最小限にし、授業について語り合う
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教科・年齢・校務分掌が異なる教員と、
話し合う機会を若狭高校はたくさん取り入れています

互見授業後のふりかえり

新採用・英語

２年目・数学

今年、中学校から異動・地歴公民
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福井県立若狭高等学校

教師も生徒も共に

学び合いながら
教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学び

（アクティブ・ラーニング）の視点からの学習・指導方法の改善

に取り組んでいます
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拠点校において３つのカリキュラム開発プロジェクトを実践し成果を発信しています

拠点校組織図

目標の設定

•主体的に学習に
取り組む態度、
現代社会の諸
課題を理解し、
解決する方向性
を見いだす目標
を設定

学習活動の組織

•目標の実現を意
識した学習活動
を組織

•国語科

•地歴科、公民
科

•家庭科

高次の能力を評価
する方法の策定

•評価課題の策
定

•総活的な評価の
開発

•形成的な評価の
方法

•社会に開かれた
評価

研究開発のプロセス 研究成果の活用

教材の共有

•県下ネットワークを活用し、教材・教
具・テキスト、ルーブリックの共有

研究成果の発信

•拠点校ホームページで発信するとと
もに、ＳＳＨ等のプロジェクトを含めて
各種学会で発表。

ぜひ若狭高校ホームページをご覧ください22


